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防火パレードで火の用心
10月26日、かるも保育所の園児が大きな声で「火
の用心、マッチ一本火事のもと」と呼びかけながら
地区内をパレードし、その後「め組の舞」等を披露
して防火を呼びかけました。
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2H22.12.１

投
票
日
現
在
で
満
20
歳
以
上
の
人
（
平
成
２

年
12
月
27
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
今
年

の
９
月
20
日
以
前
に
住
民
登
録
が
さ
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
投
票
日
ま
で
南
知
多
町
に
在
住
し
て

い
る
人
で
す
。（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
）

選
挙
権
の
あ
る
人
に
は
、
12
月
22
日
頃
、
投

票
所
の
入
場
券
を
ハ
ガ
キ
に
よ
り
郵
送
し
ま
す
。

投
票
の
際
、
投
票
所
の
受
付
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま

投
票
の
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券
を
忘
れ
ず
に

投　　票　　場　　所

●あなたの投票所はこちらです
投票所入場券で確認のうえ、お出かけください

内 海 町公民館内海分館
（内海サービスセンター）

山 海 山海ふれあい会館（旧山海小学校）

豊 浜 高 浜 東部区民会館

豊 浜 中 村 豊浜小学校

豊 浜 中 洲 旧中洲保育所

豊 丘 豊丘むくろじ会館（旧豊丘小学校）

大 井 町大井公民館
（師崎サービスセンター）

片 名 師崎中学校（体育館１階）

師 崎 師崎小学校

篠 島 篠島開発総合センター
（篠島サービスセンター）

日 間 賀 島 日間賀小学校

投　票　区
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3 H22.12.１

す
の
で
、
投
票
所
の
受
付
で
、
そ
の
旨
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
選
挙
権
の
あ
る
人
で
入
場
券
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場

総
務
課
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
は

っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

候
補
者
の
氏
名
以
外
や
余
分
な
こ
と
を
書
い

た
場
合
に
は
、
投
票
が
無
効
と
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
読
み
書
き
の
十
分
で
な
い
人
、
手
や

腕
な
ど
の
故
障
で
字
が
書
け
な
い
人
は
、
代
理

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
、
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、仕
事
や
用
務
な
ど
の
た
め
、

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
が
、
期
日
前

投
票
所
に
お
い
て
、
投
票
日
前
日
ま
で
に
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

投
票
の
方
法
は
、
入
場
券
を
ご
持
参
の
上
、

期
日
前
投
票
所
備
え
付
け
の
「
宣
誓
書
」
に
投

票
日
当
日
に
投
票
に
行
け
な
い
理
由
を
選
ん
で

い
た
だ
く
も
の
で
、
押
印
は
不
要
で
す
。

入
場
券
を
忘
れ
た
等
持
参
さ
れ
な
い
人
は
、

身
分
が
証
明
で
き
る
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

《
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所
等
》

●
期
間
　
12
月
22
日(

水)

〜
12
月
25
日(

土)

●
場
所
・
時
間

※
　
期
日
前
投
票
も
不
在
者
投
票
も
告
示
日
に

投
票
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
指
定
病
院
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

指
定
病
院
等
に
入
院
中
の
人
は
、
病
院
長
な

ど
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
一
定
の
程
度
を
こ
え
る
重
度
の
障
害

の
あ
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
、
郵
送
に
よ
り
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
投
票
用

紙
の
請
求
の
受
付
は
、
12
月
22
日（
水
）ま
で
で

す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
は
、
12
月
26
日
午
後
９
時
15
分
か
ら
役

場
大
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
開
票
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ

Ｖ
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

開
票
は
当
日
に
行
い
ま
す

選
挙
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(

役
場
総
務
課
内
　
内
線
２
１
４)

期
日
前
投
票
の
場
所
・
時
間

地
　
区

日
間
賀
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

内
　
　
海

豊
　
　
浜

師
　
　
崎

役
場
本
庁（
豊
浜
）第
一
会
議
室

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

篠
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

篠
　
　
島

日
間
賀
島

期
日
前
投
票
等

投
票
（
記
載
）
す
る
と
き
は

投
票
日
以
後
に
お
い
て
、
当
選
ま
た
は
落

選
に
関
し
、
選
挙
人
に
あ
い
さ
つ
す
る
た
め

に
次
の
行
為
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
　
選
挙
人
を
個
別
に
訪
問
す
る
こ
と
。

２
　
文
書
図
画
の
頒
布
ま
た
は
掲
示
。（
自

筆
の
手
紙
ま
た
は
祝
辞
、
見
舞
い
な
ど
に

対
す
る
答
礼
の
手
紙
を
除
く
）

３
　
当
選
祝
賀
会
な
ど
の
集
会
の
開
催
。

４
　
当
選
お
礼
の
意
味
で
、
当
選
人
の
氏
名

な
ど
を
い
い
歩
く
こ
と
。

５
　
新
聞
、
雑
誌
、
放
送
設
備
を
利
用
す
る

こ
と
。
あ
る
い
は
自
動
車
を
連
ね
た
り
隊

列
を
組
ん
で
気
勢
を
張
る
こ
と
。

選
挙
期
間
後
の
あ
い
さ
つ
行
為
の
制
限
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4H22.12.１

●
老
齢
基
礎
年
金
受
給
開
始
年
齢
で

あ
る
65
才
の
平
均
余
命
（
あ
る
年
齢

の
集
団
が
あ
と
平
均
何
年
生
き
ら
れ

る
か
を
示
し
た
数
）
は
平
成
20
年
で

は
、男
性
が
18
・
88
年
、女
性
が
23
・

97
年
で
、
老
後
に
自
分
が
ど
れ
く
ら

い
生
き
ら
れ
る
か
は
、
あ
ら
か
じ
め

誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

長
い
老
後
の
生
活
保
障
を
自
分
の

子
供
に
頼
る
だ
け
で
は
万
全
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
貯
蓄
な
ど
で
備
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
が
、
将
来
の
社
会
経

済
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
ど
れ
く

ら
い
の
備
え
が
必
要
か
は
誰
に
も
分

か
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、

こ
の
よ
う
な
老
後
の
生
活
保
障
の
不

確
定
要
因
を
解
消
す
る
方
法
の
ひ
と

つ
で
、
老
後
を
社
会
全
体
で
支
え
る

仕
組
み
で
す
。

●
国
民
年
金
は
老
後
だ
け
で
は
な
く
、

病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
り
働
け
な

く
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
万

一
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
の
遺
族
年
金

（
子
供
が
い
る
場
合
）
保
障
も
あ
り

ま
す
。

●
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
年
金
制
度
の
恩
恵

は
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す

べ
て
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

国

民

年

金

だ
よ
り

「
安
心
」
は
国
民
年
金
加
入
か
ら

◆国民年金の保険料◆�

11月分　１月４日(火)まで

口座振替をご利用の方は、指定された金融機関

の口座から引き落としいたしますので預金残高

の確認をお願いします。

住
民
課
　(

内
線
１
１
８)

平
成
22
年
４
月
か
ら
７
月
ま
で
に

愛
知
県
の
８
か
所
の
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
に
寄
せ
ら
れ
た
カ
ニ
の
電
話
勧
誘

販
売
に
関
す
る
相
談
件
数
は
46
件
で
、

前
年
度
同
期（
17
件
）に
比
べ
て
29
件

（
１
７
０
・
６
％
）増
加
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
70
歳
以
上
の
相
談
が
20

件
、
60
代
が
11
件
と
高
齢
者
か
ら
の

相
談
が
67
・
４
％
と
多
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

●
相
談
事
例
・
ア
ド
バ
イ
ス

（
相
談
）
私
の
外
出
中
に
、
妻
が
カ

ニ
販
売
の
勧
誘
電
話
を
受
け
、
夫
で

あ
る
私
の
名
義
で
購
入
を
申
し
込
ん

で
し
ま
っ
た
。
後
日
、
宅
配
業
者
か

ら
代
金
引
換
の
在
宅
確
認
の
電
話
が

あ
っ
て
初
め
て
、
妻
が
カ
ニ
を
注
文

し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
時
は
受

け
取
り
拒
否
し
た
。
後
日
、
業
者
か

ら
電
話
が
あ
り
「
カ
ニ
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た

が
、
交
渉
し
た
と
こ
ろ
解
約
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
。
業
者
が
「
送
料
の

２
３
０
０
円
は
払
っ
て
欲
し
い
」
と

言
う
。
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い

か
？

（
ア
ド
バ
イ
ス
）
電
話
勧
誘
に
よ
る

カ
ニ
の
契
約
（
購
入
）
は
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

送
料
を
負
担
す
る
必
要
は
な
い
。
電

話
で
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
業
者
は
了

承
し
た
が
、
念
の
た
め
そ
の
旨
を
記

載
し
た
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
は
が

き
を
出
す
よ
う
助
言
し
た
。

電
話
に
よ
る
巧
み
な
誘
い
や
強
引

な
勧
誘
に
は
十
分
注
意
し
、
購
入
す

る
意
思
が
な
い
時
は
あ
い
ま
い
な
返

事
を
せ
ず
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し

ょ
う
。

「
承
諾
」
の
意
思
を
示
し
て
い
な

い
の
に
一
方
的
に
送
り
つ
け
ら
れ
た

場
合
、
契
約
は
成
立
し
て
い
な
い
の

で
、
商
品
の
受
け
取
り
義
務
や
支
払

い
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
つ
い
承
諾
し
て
し
ま
っ
た

と
し
て
も
、
電
話
勧
誘
に
よ
る
契
約

は
、
契
約
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ

ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
割
賦

販
売
・
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
っ
て
契

約
を
締
結
し
た
者
が
、
契
約
書
を
受

け
取
っ
て
か
ら
一
定
期
日
間
内
な
ら

ば
申
し
込
み
を
撤
回
し
、
契
約
を
解

除
し
う
る
制
度
。）

●
困
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
県
民
生

活
プ
ラ
ザ
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

知
多
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
（
知
多
総
合

庁
舎
内
）
消
費
生
活
相
談
専
用
電
話

q
２
３
‐
３
３
０
０

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
　
消
費
生
活

相
談
専
用
電
話

q
０
５
２
‐
９
６
２
‐
０
９
９
９

消
費
者
トト
ララ
ブブ
ルル
情
報

カ
ニ
の
電
話
勧
誘
販
売
に
関
す
る

高
齢
者
の
相
談
が
増
加
！

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

経
済
産
業
省
、
愛
知
県
統
計
課

役
場
企
画
情
報
課
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5 H22.12.１

◆
第
28
回
全
日
本
拳
法
少
年
個
人
選

手
権
大
会
（
９
／
19
・
大
阪
市
中
央

体
育
館
　
総
人
数
６
７
０
名
）

●
中
学
２
年
女
子
（
14
名
）

準
優
勝
　
河
野
瑞
希
（
師
崎
中
）

◆
第
23
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
ス
ポ
レ
ク
と
や
ま

２
０
１
０
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大

会
（
10
／
17
〜
19
・
富
山
県
総
合
運

動
公
園
陸
上
競
技
場
）

●
ｗ
45
１
０
０
ｍ
（
14
秒
09
）

優
　
勝
　
家
田
馨
子

●
ｗ
45
走
幅
跳
（
４
ｍ
59
）

優
　
勝
　
家
田
馨
子

◆
知
多
・
愛
日
秋
季
大
会

（
10
／
11
・
半
田
市
陸
上
競
技
場
）

●
６
年
男
子
１
０
０
ｍ
（
13
秒
59
）

準
優
勝
　
久
富
敦
仁

●
６
年
女
子
１
０
０
ｍ
（
13
秒
82
）

３
　
位
　
石
山
美
裕

●
６
年
男
子
４
×
１
０
０

（
57
秒
96
）

１
　
位
　
齋
藤
脩
兵
・
久
富
敦
仁

山
本
海
成
・
飯
田
海
斗

◆
第
83
回
町
民
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
（
10
／
９
・
総
合
体
育
館
）

●
男
子
の
部

優
勝
　
プ
リ
ン
セ
ス
プ
リ
ン
セ
ス
Ｂ

２
位
　
日
間
賀
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ

３
位
　
日
福
大
Ｂ

４
位
　
白
虎
Ａ

◆
第
63
回
町
民
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
町
体
育
協
会
主
催
・
９
／
５

町
民
会
館
・
３
チ
ー
ム
・
90
人
）

優
　
勝
　
利
屋
フ
レ
ン
ズ

準
優
勝
　
ヤ
ッ
コ
２
０
０
１

◆
第
55
回
町
壮
年
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主

催
・
10
／
３
・
町
民
会
館
・
４
チ
ー

ム
・
70
人
）

優
　
勝
　
ム
ー
ミ
ン

準
優
勝
　
一
糸
会

◆
第
13
回
町
秋
季
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
・
９
／
26
・
町
民
会
館
・
４
チ

ー
ム
・
70
人
）

優
　
勝
　
イ
ー
ネ
ー
ズ

準
優
勝
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ズ

◆
第
４
回
町
秋
季
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
主
催
・
10
／
３
・
町
民
会
館
・

３
チ
ー
ム
・
50
人
）

優
　
勝
　
十
巳
午
ボ
ー
イ
ズ

準
優
勝
　
モ
ン
ド
リ
ー
ズ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

昨
年
10
月
に
内
田
佐
七
家
門
前
に

投
句
箱
（「
17
音
の
小
箱
」）
を
設
置

し
て
募
集
し
ま
し
た
「
南
知
多
の
俳

句
」（
春
夏
）
の
優
秀
作
品
が
こ
の

た
び
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

主
催

み
な
み
ち
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド

撰
者

内
田
白
花
さ
ん

優
秀
作
品

（1）
特
選

・
海
桐

と
べ
ら

咲
く
食
事
処
に
潮
見
表

丸
地
矢
江
子
さ
ん
（
半
田
市
）

（2）
入
選

・
信
号
の
無
き
島
と
聞
き
旅
涼
し

河
田
　
和
代
さ
ん
（
岐
阜
県
）

・
門
閉
ざ
す
旧
邸
覆
ふ
柿
若
葉

野
村
　
雅
子
さ
ん
（
半
田
市
）

・
老
鴬
や
前
山
迫
る
寺
の
庭

伊
藤
　
喜
範
さ
ん
（
東
海
市
）

・
古
の

　
い
に
し
え
　

回
船
問
屋
黄
砂
降
る

竹
内
豊
四
郎
さ
ん
（
美
浜
町
）

・
夷

え
び
す

講
往
時
を
偲
ぶ
内
田
邸

丸
山
　
専
治
さ
ん
（
南
知
多
町
）

そ
の
他

「
南
知
多
の
俳
句
」
は
現
在
秋
冬

の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
み
な

み
ち
た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

q
６
２
‐
３
１
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://m
inam

ichita-kk.com
/

お
正
月
に
は
欠
か
せ
な
い
、
し

め
な
わ
飾
り
。
他
に
は
な
い
作
品

が
短
時
間
で
出
来
ま
す
。
お
正
月

は
自
分
で
作
っ
た
し
め
な
わ
飾
り

で
迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

12
月
19
日（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

場
所

内
田
佐
七
家
・
主
屋
土
間

内
容

し
め
な
わ
飾
り
３
種
類
を

作
成

対
象
・
定
員

一
般
成
人
お
よ
び

小
学
生
以
上
の
親
子
15
人（
組
）

※
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

講
師

し
め
な
わ
づ
く
り
サ
ー
ク

ル
「
暁
グ
ル
ー
プ
」

参
加
費

大
人
５
０
０
円

小
中
学
生
２
０
０
円

材
料
費

一
人
　
１，
０
０
０
円

※
参
加
費
、
材
料
費
と
も
教
室
当

日
に
徴
収
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
総
合
体
育
館
内
）

q
６
５
‐
２
８
８
０
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6H22.12.１

平成21年度

知多南部消防組合の人事行政の運営等の状況を公表します
知多南部消防組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第５条の規定に基づき、平成21年度にお
ける知多南部消防組合の人事行政の運営等の状況について次のように公表します。

管理者　沢 田 壽 一

１　職員の任免および職員数に関する状況

（1）職員の採用・退職の状況
（平成21年4月2日～平成22年4月1日）

２　職員の給与の状況について

（1）人件費の状況（平成21年度一般会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される報酬が含まれます。

（3）職員の初任給の状況（平成22年４月１日現在）

（5）一般行政職員の級別職員数の状況（平成22年４月１日現在）

（注）採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者の初任給と、その者が２年後に
受けることとなる給料額について掲げたものである。

（注）大学卒、短大卒の経験年数10・20年の給料額は、該当者なしのため予測額である。
高校卒の経験年数10・15年の給料額は、該当者なしのため予測額である。

採　　　　用 ０　人

退　　　　職 ０　人

住民基本台帳人口
管内人口（平22.3.31）

歳出額Ａ 実質収支

44 ,299人 733 ,594千円 6 ,397千円

人件費Ｂ

598 ,454千円

人件費率
（Ｂ／Ａ）

81.6％

職員数
（Ａ）

71人

給　　料

292,340千円

職員手当

54 ,180千円

期末・勤勉
手当

113,252千円

給与費計
（Ｂ）

459,772千円

一人当たり
給与費（Ｂ/Ａ）

6 ,476千円

区　　分 初　任　給
採用２年経過日
給　　料　　額

178 ,800円 191 ,600円

158 ,700円

144 ,500円

175 ,600円

155 ,700円

一般行政職員（大学卒）

一般行政職員（短大卒）

一般行政職員（高校卒）

区　分 １級

標準的な
職務内容

係員

職員数 １人

構成比 1.4％

２級

係員

13人

18.3％

３級

主任

10人

14.1％

４級

主任
係長

37人

52 .2％

５級

課長補佐

２人

2 .8％

６級

課長補佐

３人

4 .2％

７級

課長
署長

３人

4 .2％

８級

消防次長
消防長

２人

2 .8％

計

71人

100％

（7）昇給の状況（平成21年度）

区　　　分

職　員　数（人）

昇給数別内訳

０号給

１号給

２号給

３号給

４号給

６号給

８号給

合計

71人

２人

２人

50人

16人

（2）職員数（平成22年４月１日現在）
（2）職員給与費の状況（平成22年度一般会計予算）

職　員　数

７１人

（注）職員手当には退職手当は含まれていません。

（注）愛知県消防学校への派遣職員１名を含む

（4）一般行政職員の経験年数別・学歴別平均給料
（平成22年４月１日現在）

（6）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況
（平成22年４月１日現在）

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

251 ,200円 310 ,800円 346 ,100円

231 ,100円

222 ,000円

261 ,100円

254 ,200円

320 ,500円

305 ,900円

大　学　卒

短　大　卒

高　校　卒

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職員 342 ,079円 401 ,578円 44 .6歳

（8）職員手当の状況（平成22年４月１日現在）
期末・勤勉手当

期　　末 勤　　勉

６月期 1 .25月分 0 . 68月分

12月期 1 .50月分 0 .68月分

計 2 .75月分 1 .36月分

職務の級等による加算措置有り、（勤勉手当については能力評
価により加減算措置有り）

（注）派遣職員（消防長）を除く
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7 H22.12.１

減　　給

戒　　告

０人

０人

時間外勤務手当

支給総額（21年度実績） 14 ,208千円

職員一人当たり支給年額 222千円

特殊勤務手当

支給対象職員（21年度実績） 全職員

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員一人当たり平均支給月額

手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

支給額の多い手当

多くの職員に支給されてい
る手当

93 .0％

2 ,573円

５手当

潜水手当

火災手当
救急手当

住居手当

借家・借間居住者
12 ,000円を超える家賃に応じて
最高27 ,000円

通勤手当

交通機関利用者 運賃相当額の範囲内で支給

自動車等使用者
自動車等の使用距離に応じて
最高24 ,500円

扶養手当

配偶者 13 ,000円

配偶者
以外

1人6 ,500円
（配偶者のない場合の1人目は11 ,000円）
高校生・大学生等の子については上記の額に
5 ,000円加算

（9）特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在）

区　　分 報酬の年額

管 理 者

副 管 理 者

組 合 議 員

21 ,000円

21 ,000円

21 ,000円

区　　分 報酬の年額

監 査 委 員 （ 識 見 ）

監 査 委 員 （ 議 員 ）

産 業 医

23 ,000円

15 ,000円

65 ,000円

区　　分 報酬の日額

情報公開・個人情報
保 護 審 査 会 委 員

6 ,300円

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（1）勤務時間の状況（平成22年４月１日現在） （3）育児休業等取得者数（平成21年度中に新

たに育児休業（部分休業）を取得した職員数）勤務形態

毎日勤務者

交替制勤務者

8：30

8：30

17：15

8：30
（翌日）

７時間45分

15時間30分
夜間勤務（22：00～1：00、1：00～4：00、
4：00～7：00）を交替で行っている

開始時刻 終了時刻 勤　務　時　間

区　　分 男　性

育児休業取得者数 ０人

部分休業取得者数 ０人

計 ０人

（2）休暇の種類（平成22年４月１日現在）

年次有給休暇・産前産後休暇・育児時間・子の看護・忌引・父母の追悼・結婚・選挙権行使・裁判員等出頭・
骨髄移植・ボランティア・住居滅失等・交通遮断・危険回避・妻の出産補助・育児参加による子の養育・夏季
休暇・リフレッシュ

処分の種類 処分の種類処分者数 処分者数

休　　職 免　　職

降　　任

０人 ０人

０人

４　職員の分限および懲戒処分の状況（平成21年度）

（1）職員の分限処分の状況

処分の種類 処分の種類処分者数 処分者数

免　　職

停　　職

０人

０人

（2）職員の懲戒処分の状況

５　職員の服務の状況（平成21年度）

（1）服務制度に関する研修等の実施状況
地方公務員法に定められた組合職員としての義務を周知徹底し、随時

幹部連絡会議や通知文書により、服務規律の徹底を図っています。

（2）営利企業等への従事許可の状況

区　　　　　分 許可件数

①　営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社その他の団体の役員その他人事委員会規則で定める
地位を兼ねるもの

０件

②　自ら営利を目的とする私企業を営むもの ０件

③　①②を除き報酬を得て事業若しくは事務に従事するもの

計

０件

０件

退職手当

自己都合 定年・勧奨

平成21年度中の
一人平均支給額

該当者なし 該当者なし
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知 多 南 部 消 防 組 合
q ６ ４ － ０ １ １ ９

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況について（平成21年度）

（1）研修の状況

金　　　額 １人当たりの負担額

82 ,382 ,580円 1,160 ,318円

７　職員の福祉および利益の保護の状況（平成21年度）

（1）共済組合負担金（地方公務員等共済組合法に基づく愛知
県市町村職員共済組合に対する負担金）

（2）職員福利厚生費補助金（職員の相互共済および福利増進
を図るため全職員が加入する職員互助会に対する補助）

（3）安全衛生管理体制
ア　安全衛生管理体制の概要
職員の安全の確保、健康増進などの諸施策を効率的に推
進するため、知多南部消防組合職員安全衛生管理規程の定
めるところにより、総括安全衛生管理者（消防長）を組織の
長とする安全衛生管理体制を整備しています。

イ　職員健康診断

検　診　名
受 診
者 数

定 期 健 康 診 断

人 間 ド ッ ク

69人

47人

8人

2人

35人

27人

21人

17人

5人

1人

正常範囲

健康管理区分（医療面）

要観察 要精検 要医療

金　　　額 会　員　数

355,000円 71人

ウ 健康指導等の実施状況
職員の健康の保持増進を図るため、健診結果に基づく事
後管理、一般疾病の予防、治療対策、心の健康問題につい
て共済組合等の相談窓口を活用し保健指導を実施している。
なお、平成20年度より40才以上の職員のうち、指導該当者
に対し特定保健指導を実施している。

※定期健康診断受診者は、第１回実施分（平成21年５月）を計上

（4）職員の災害補償
ア　公務災害認定件数

ウ　公務災害基金負担金
（地方公務員災害補償法（昭和42年
法律第121号）に基づく地方公務員災
害補償基金に対する負担金）

負　　　傷

自己職務
遂 行 中

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

出 張 中 そ の 他 計

疾　　　患

公務上の負傷に
起 因 す る 疾 患 職 業 病 その他公務起因性

の明らかな疾病● 計
合　　計

イ　通勤災害認定件数

出勤途上 退勤途上 合　　計

００ ０

８　公平委員会の業務の状況（平成21年度）

業　務　の　種　類 件　数

０件

０件

勤務条件に関する措置要求件数

不利益処分に関する不服申立ての状況

金　　額

793 ,656円

※公平委員会の事務は、愛知県に委託しています。

研　修　区　分

一般研修
職務に必要な基礎的・共通的、知識・技能・態度
を習得する研修

専門研修
職務に密接に関係する知識および技術を専門的に
学ぶとともに、社会情勢の変化や新しい行政課題に
的確に対応できる各種能力の向上を図る研修

派遣研修
より高度な専門的知識や行政運営能力を養成する
ために、愛知県消防学校、消防大学校等へ派遣する研
修

研　　　　修　　　　名　　　　等

（1）内部研修 52人 ・職員研修

（2）知多５町職員研修協議会 ５人 ・係長研修

（3）市町村職員研修会 ３人 ・市町村職員講演会

（1）市町村職員研修会 ４人
・課長研修　・課長補佐研修　・地方自治法　・法制執務

（2）その他研修機関 10人
・薬剤投与追加講習 ・気管挿管追加講習 ・２級陸上特殊無線技士養成講習
・酸素欠乏、硫化水素危険作業主任者技能講習　・玉掛け技能講習
・特定化学物質および四アルキル鉛等作業主任者技能講習

消防大学校上級幹部科 １人
愛知県消防学校 ５人
・初任科　・警防科　・予防査察科　・救助科　・中級幹部科
愛知県外傷講習 ２人
救急救命士養成所 １人

（2）勤務成績の評定の概要

目 的

制 度 の 概 要

評 定 基 準 日 評 定 期 間

対 象 者 実 施 者 数

職員が現についている職において、勤務の実績並びに執務に関連してみられた能力と適性に関する事項を評
定するとともに、職員の能力開発への活用に資する。

原則として、第１次から第３次評定者の３名で、各職員に与えられた評価項目の各評価要素について５段階
で仮評定し、仮評定のわく内で最終評定を決定する。

平成22年２月１日 平成21年２月１日から平成22年１月31日

全職員（派遣職員は除く） 71人

区　　分 支援者数

動 機 付 け 支 援

積 極 的 支 援

2人

9人

①初回面接②６か月後評価

①初回面接②毎月電話または
通信での支援③６か月後効果
測定および評価

指　導　内　容
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性質別区分

知多南部消防組合の財政運営の状況を町民の皆さんにご理解していただくため、平成22年
度予算の執行状況(平成22年９月30日現在)をお知らせします。

予算現額 6億8,750万円
収入済額 3億5,772万1千円
収 入 率 52.0％

予算現額 6億8,750万円
支出済額 3億3,953万8千円
支 出 率 49.4％

歳　入 歳　出

1,000100 10,000

�

(万円)0 1 101,000100 10,000 (万円)0 1 10

消防費�

公債費�

予備費�

2,362万3千円�

1,181万6千円�

総務費�
1,727万1千円�

709万5千円�

72万3千円�

議会費�
53万8千円�

6億4,534万5千円�

3億2,062万7千円�

300万円8千�

639万8千円�

25万円9千�

17万9千円�

34万4千円�

794万9千円�

1万円�

6億7,629万1千円�

3億5,080万円1千�

分担金�
及び�
負担金�

繰越金�

使用料�
及び�
手数料�

財　産�
収　入�

諸収入�

目的別区分

区　分

議　会　費

総　務　費

消　防　費

公　債　費

予　備　費

合　　　計

支 出 済 額
0円

709万5千円

3億2,062万7千円

1,181万6千円

0円

3億3 ,953万8千円

区　分 支 出 済 額 構成比％

人 件 費

投 資 的 経 費

物 件 費

公 債 費

補 助 費 等

維 持 補 修 費

予 備 費

合 　 　 　 計

3億24万円 88 .4

652万4千円 1.9

1 ,764万7千円 5 .2

1 ,181万6千円 3.5

331万1千円 1.0

0円 0 .0

0円 0 .0

3億3 ,953万8千円 100 .0

支出済額の内訳

知
多
南
部
消
防
組
合
で
は
、
次
の

要
領
で
臨
時
用
務
員
（
非
常
勤
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

１
名

職
務
内
容

庁
舎
清
掃
等
お
よ
び
調
理

勤
務
場
所

知
多
南
部
消
防
組
合

勤
務
条
件

①
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
７
時
間
勤
務
）

②
勤
務
日
数
　
週
２
日
〜
３
日
間
、

月
10
日
程
度
（
常
時
１
名
勤
務
）

③
賃
金
　
時
間
あ
た
り
840
円

通
勤
手
当
は
規
定
に
よ
る

④
雇
用
期
間
　
平
成
23
年
１
月
１
日

〜
※
詳
細
に
つ
い
て
は
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

12
月
６
日（
月
）〜
12
月
20
日（
月
）

応
募
資
格

健
康
で
明
る
い
方

提
出
書
類

自
筆
履
歴
書
（
写
真
添

付
）

面
接
試
験

12
月
下
旬
予
定
（
後
日

連
絡
し
ま
す
）

申
し
込
み

知
多
南
部
消
防
組
合
総
務
課

q
６
４
‐
０
１
２
０
（
直
通
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
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・
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・
・
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・
・
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まちの話題をお知らせください。企画情報課　広報担当まで�

松本さんは、男女共同参画を推進する「地域
開発みちの会」や地域婦人会、農協女性部など
で活躍され、10月７日にウィルあいちで行われ
た男女共同参画推進活動者表彰で愛知県知事か
ら表彰を受けられました。
松本さんはお話の中で、「女性が意見を言え

る場をもっと増やしてほしい」と話され、「表
彰をいただいたので、若い人の手助けになるよ
うこれからもがんばりたい」と抱負を話されま
した。
※現在「みちの会」は毎週水曜日に防犯パトロ
ールを行い、まちの安全に協力しています。

松 本 妙 子 さん（内海）

第25回 産業まつり

11月７日、南知多町産業まつりが行われ、町内外
から多くの方が訪れました。
来場者は、ダンスなどのステージイベントや消防

署のはしご車試乗などのアトラクションを楽しみ、
海産物や野菜などを買い求め、無料配布には長蛇の
列が出来ていました。

時代を映した
豪華な衣装

11月６・７日の２日間、町総合体育館で、
鯛まつりで子供が行う太鼓打ちで使われた着
物の展示会が行われました。
太鼓打ちで使われた着物150着余りと大漁
旗50枚余が展示され、着物の古いものは明治
38年のものもあり、豪華な刺しゅう細工が施
されたものや当時の人気アニメ、万博など時
代を反映した珍しい絵柄があり、来場者は見
入っていました。

▲豊浜小学校児童による「豊小音頭」

▲下諏訪ライオンズクラブ
からリンゴの寄贈

▲八百津町から
八百津せんべいの寄贈

22.12.1-818-CTP用  10.11.22 6:38 PM  ページ 10



自転車の
安全運転向上を

11月11日に高齢者の交通事故防止を
目的に名古屋市で開催された第７回交
通安全高齢者自転車愛知大会に豊浜地
区の老人会代表５名が半田警察署管内
を代表して参加。11月８日に役場を訪
れ、会長の横田卓さんが「がんばって
きます」と健闘を誓いました。

11 H22.12.１
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No.235

森　田　博　文

「この夏、大井鳶ヶ崎北の砂浜でアカウミガメの産
卵がありました。写真、標本、動画などがありますが、
見に来ませんか」大井小学校の大澤克仁校長先生から
のありがたいお電話です。早速、９月21日お邪魔をし
て、たくさんの情報を頂きました。
次にこの項を書くために、知多半島沿岸のアカウミ

ガメの産卵に関する第一人者・南知多ビーチランドの
黒柳賢治さんをお訪ねし、いろいろ教えて頂きました。
まず今回のような知多半島東岸（三河湾側）でのア

カウミガメの産卵は非常に珍しいことだそうです。本
年でビーチランドは丁度開業30年、その間知多半島沿
岸（篠島・日間賀島・佐久島を含む）におけるアカウ
ミガメの産卵を66回把握しています。このうち東海岸
での産卵はわずか３回だけということです。
さて、鳶ヶ崎の北、大漁園の下にアカウミガメが産

卵に来たのは、本年７月９日夜から10日明け方と推
定されます。砂浜を大潮満潮時でも潮の来ないところ
まで上がり、後足で径20㎝くらい、深さ50～60㎝の穴
を後足で掘り、卵を産み落としたのでしょう。
卵は全部で104個ありました。白くて、大きさと形

はピンポン玉のようで、触ると弾力があります。
孵化
ふ か

して最初の子ガメが出てきたのは、47日後の
８月25日と推定され、最後子ガメは９月４日にかえっ
たそうです。夜暗くなってから、懸命に砂浜をはって、
海へ帰って行ったことでしょう。
これから、北アメリカ大陸南部沖まで旅をして、成

体になるまで20～30年、ここまで育つのは、すばらし
く幸運に恵まれたとしても１～２匹です。
大井小学校のみなさんは、このアカウミガメの産卵

で、いろいろ貴重な体験が出来ました。
あなた方がお父さんやお母さんになる頃、１匹なり

とも生き残り、産卵に帰って来て欲しいものですね。
孵化したばかりの
子ガメの標本
大井小学校職員室前に

展示してありました。
本年鳶ヶ崎北の砂浜で

生まれ、海に帰ることが
出来ないで死んでしまっ
た子ガメです。全長6.5㎝
平成20年８月７日
内海小

こ

枡
ます

喫茶「さち」
下に産卵に来た
アカウミガメの親

全長およそ１ｍ
産卵を終え、早朝海

へ帰って行くところで
す。
竹内政栄さん撮影

珍しや東海岸での産卵
━ 鳶

とび

ヶ
が

崎
さき

北砂浜でアカウミガメが ━

～電気と磁気の関係について学ぼう～

日　時 １月５日（水）
午後２時～午後３時30分

場　所 あいち臨空新エネルギー
実証研究エリア「新エネ体験館」
（常滑市りんくう町３‐６‐３）

内　容「電気と磁気の関係について学ぼう」
講　師 あいち臨空新エネルギー

実証研究エリアの職員
対　象 小中学生と保護者（必ず保護者同伴

でご参加ください。）
定　員 20組　※応募者多数の場合、抽選
料　金 無料
持ち物 単１電池２個
申し込み 参加を希望される方は、郵送（往
復はがき）またはメールにて、①参加者の氏
名（小中学生の場合は学年も記載）②住所、
電話番号を記入し、お送りください。
締　切 12月21日（火）午後５時必着
宛　先 〒４６０‐８５０１（住所不要）
愛知県産業労働部新産業課内
「親子理科教室」参加申込係
Ｅメール：jisedai-ene@pref.aichi.lg.jp
問い合わせ
愛知県産業労働部新産業課
次世代エネルギーグループ　吉岡
q 0 5 2 - 9 5 4 - 6 3 5 1 FAX 0 5 2 - 9 5 4 - 6 9 7 7
HP http://www.pref.aichi.jp/shin-san/
shinene_area/index.html
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愛知県知事賞佳作●●
大井小６年　山下菜摘

愛知県知事賞佳作●●
豊浜小５年　松本聖生

愛知県知事賞佳作●●
師崎小５年　杉本彰太

知多南部危険物安全
協会長賞●●●●●
豊浜小６年　山本七海

知多南部危険物安全
協会長賞●●●●●
日間賀小６年　鈴木喬介

知多南部消防本部
消防長賞●●●●
豊浜小５年　大岩野乃

町
内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
で
結
成
さ
れ
て
い
る
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の

ク
ラ
ブ
員
か
ら
ポ
ス
タ
ー
・
習
字
の
募
集
を
し
た
と
こ
ろ
多
数
の
力
作
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
知
多
南
部
消
防
組
合
防
火
作
品
展
を
実
施
し
、
そ
の
中
で

も
特
に
優
秀
だ
っ
た
作
品
を
、
愛
知
県
防
火
作
品
展
に
出
展
し
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
次
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

「
知
多
南
部
消
防
組
合
防
火
作
品
展
表
彰
」

応
募
総
数
　
ポ
ス
タ
ー
　
　
１
３
９
点

習
　
字
　
　
　
２
０
０
点

知
多
南
部
消
防
本
部
消
防
長
賞

（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）

豊
浜
小
学
校
５
年
　
　
家
田
　
　
侑

（
習
字
の
部
）

豊
浜
小
学
校
５
年
　
　
大
岩
　
野
乃

知
多
南
部
危
険
物
安
全
協
会
長
賞

（
ポ
ス
タ
ー
の
部
）

日
間
賀
小
学
校
６
年
　
鈴
木
　
喬
介

（
習
字
の
部
）

豊
浜
小
学
校
６
年
　
　
山
本
　
七
海

「
愛
知
県
防
火
作
品
展
表
彰
」

応
募
総
数
・
ポ
ス
タ
ー
　
５，

１
１
４
点

習
　
字
　
１
０，

８
５
６
点

愛
知
県
知
事
賞
入
選

（
ポ
ス
タ
ー
６
年
の
部
）

内
海
小
学
校
６
年
　
　
石
川
　
　
愛

愛
知
県
知
事
賞
佳
作

（
習
字
６
年
の
部
）

大
井
小
学
校
６
年
　
　
山
下
　
菜
摘

（
ポ
ス
タ
ー
５
年
の
部
）

師
崎
小
学
校
５
年
　
　
杉
本
　
彰
太

（
習
字
５
年
の
部
）

豊
浜
小
学
校
５
年
　
　
松
本
　
聖
生

愛知県知事賞入選●●
内海小６年　石川　愛

知多南部消防本部
消防長賞●●●●
豊浜小５年　家田　侑
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年末の最終日には、大変な混雑が予想されます。
（昨年は、１時間以上お待ちいただいた車両もあ
りました。）
大掃除などは早めに済ませ、家庭のごみは、集

積所に出すか早期にクリーンセンターへ持ち込み
してください。

◆火葬業務
１月１日および友引は、休ませていただきます。

なお、29日（水）・30日（木）の、混雑した場合の
受入優先車両の順番は次のとおりです。
１．可燃ごみ収集車（委託業者）
２．事業系一般廃棄物持込車（有料）
３．家庭系一般廃棄物持込車（無料）
みなさんのご理解とご協力をお願いします。

ごみ処理および火葬業務の問い合わせ
知多南部クリーンセンター q62－0402

【可燃ごみ収集日程表】

25日

土

8：45
〜

12：00

×

×

×

8：45
〜

12：00

1：00
〜
4：15

8：45
〜

12：00

1：00
〜
4：15

8：45
〜

12：00

1：00
〜
4：15

8：45
〜

12：00

1：00
〜
3：00

×

○ ○ この期間はごみを収集

しませんので、集積所

にはごみを出さないよ

うにしてください。

8：45
〜

12：00

○

8：45
〜

12：00

1：00
〜
4：15

1：00
〜
4：15

土日 日月 月火 火水 水木 金

26日 27日 28日 29日 30日 31日 １日 ２日 ３日 ４日 ５日

12 月 １　月

可燃ごみ収集
月水金収集地区
(収集日：○印)

○ ○ ○ ○
可燃ごみ収集
火木土収集地区
(収集日：○印)

クリーン
センター
持　　込

午前

午後

※12月29日（水）・30日（木）のクリーンセンターへのごみの持ち込みについて

下表のとおりの日程で可燃ごみを収集します。
一人ひとりがごみの出し方についてルールを守
り、明るくきれいな町づくりをしましょう。

集積所には、当日の午前８時までに出してくだ
さい。

町外にお住まいの方も参加できます
本町出身者で、現在、町外にお住まいの方も

町成人式に参加できます。参加を希望される方
は、参加申し込みをしてください。
申込方法 社会教育課（町総合体育館内）また
は役場各サービスセンターで手続きをしてくだ
さい。本人でなくても結構です。

問い合わせ 社会教育課（町総合体育館内）
q６５－２８８０

と　き 平成23年１月９日（日）
午前10時開式

ところ 町総合体育館サブアリーナ

平成23年成人式は１月９日（日）に実施します。
成人の日の前日ですので、ご注意ください。
また、新成人の方は、お手元に届いた案内状
を当日ご持参ください。
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No.274

南知多町は健康日本21の取り組みとして、16年
度より「５つの願い」を掲げました。５年が経過
し計画の見直しをした結果、その願いを実現する
ために「こころ・休養」「食生活」「タバコ」「アル
コール」「歯」と重点目標を５つに分け、各世代
ごとに取り組めるように健康目標を立てました。
保健介護課健康推進係が、事務局となり、ワー
キンググループ推進員さんと力を合わせて取り組
みをしています。住民のみなさん一人一人（個々）、
家族、地域等それぞれの役割を明確にし、みんな
が健康づくりの主役となって、取り組んでいただ
くためダイジェスト版を作成しました。南知多町
でいきいき元気に暮らすため関係機関・行政と連
携し健康づくりを支援していきます☆

けんこう南知多プラン
「ダイジェスト版」の紹介①

児童・生徒にとって冬休みは年末年始でイベ
ント等も多く、非行に走るなど、いろいろな問
題の生じる時期です。
愛知県では、12月20日から翌年１月10日まで

「非行の芽　はやめにつもう　みな我が子」を
スローガンに「青少年の非行・被害防止に取り

組む県民運動（冬期）」を実施します。
自分の子どもだけでなく、すべての青少年に

温かい目を向け、この時期に起こりやすい非行
や深夜はいかいなどの不良行為、事故を地域ぐ
るみで未然に防止しましょう。

愛知県県民生活部社会活動推進課
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当 番 日 当　　　番　　　医 診療科目 電話番号
12月５日(日)

12日(日)

19日(日)

23日(木)

26日(日)

31日(金)

１月１日(土)

２日(日)

３日(月)

９日(日)

10日(月)

岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -014 3

（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1

知多厚生病院（担当医：白井医院） 内科 82 -039 5

（医）共生会 南知多病院（豊丘） 内科 65 -111 1

大岩医院（内海） 内科 62 -013 8

知多厚生病院（担当医：上床医院） 内科・小児科 82 -039 5

（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1

（医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -018 4

知多厚生病院（担当医：榊原医院） 内科・小児科 82 -039 5

知多厚生病院（担当医：辻医院） 内科・小児科 82 -039 5

岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -014 3

マタニティセミナー (後期)
日　時 12月16日（木）

午前10時～12時30分
場　所 保健センター
内　容 おっぱいの話、お産について、マタニティ

ビクス、妊娠中の栄養について（調理実習）
持ち物 母子健康手帳、エプロン、動きやすい服装
※事前に保健センターまで予約をしてください。

健康なんでも相談
血圧測定や健診の結果についての説明、子どもの
相談など、あかちゃんから大人までの健康に関する
相談日です。
お気軽にご利用ください。
日　時 12月21日（火）

午前９時30分～10時30分
場　所 保健センター

●平成11年７月１日～平成11年11月30日生まれ
●５年生の６月生まれでの未接種者
●小学６年生のうち未接種者

ジフテリア・破傷風混合予防接種（11歳～12歳）

■日程

対象者

12月22日（水）

保健センター

月 日 場　　所受　付　時　間

午後１時30分～２時

１月７日（金）

街で人が突然意識を失って倒れた時、あるいは
ご家庭などで家族の方が呼びかけても返事をしな
くなり心肺停止状態となった時などに、皆さんも
ＡＥＤを使っていただけるようになりました。
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）は、心臓に電気
ショックを与えるものです。
心臓や呼吸が止まってしまった人に対する応急
手当は１分１秒を争うものですが、心臓マッサー
ジ、人工呼吸とあわせて、このＡＥＤを使用する
ことで、救命のチャンスは大幅に増加することが
期待できます。
このため、当保健所では、救命手当のひとつの
方法として、右記のとおりＡＥＤを使った実技講
習会を開催します。
この機会を利用して、みなさま、ぜひ操作を習
得してください。

実施日時 平成23年２月10日（木）
午後１時～３時30分（２時間30分）

実施場所 南知多町役場　３階　大会議室
募集人員 一般住民30名程度（先着順）
募集内容
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使った講義お

よび実習（ＡＥＤを使った実技体験は１グループ
受講者５人で、講師が１名つきます。特に資格は
いりません。動きやすい服装で参加してください。）
募集期間 平成23年1月4日（火）から先着順で受付
費　　用 無　料
申し込み・問い合わせ
愛知県半田保健所　q21－3341（総務企画課）、
ファックス 24－7142（総務企画課）または電子
メール：handa-hc@pref.aichi.lg.jp

休日急病当番医

●受付時間　午前９時～正午

●急病以外の診療、往診は
できません。

●都合により変更になる
場合もあります。

12・１月の
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
このまちで夢と元気と生きがいづくり「けんこう南知多プラン」ＰＲ隊コーナー○

10月25日（月）午後３時30分から、魚ひろば駐
車場に集合をして行いました。
今回のコースは魚ひろばをスタートし、浄土
寺で「小佐のかめさん」の歴史を聞きながらウ
ォーキングを行うコースでした。
参加者はスタッフ合わせ21名集まり、気持ち

よく海沿いをウォーキングをしました。
感想として、「かめさんのお話を聞くことが
出来て楽しかった。」などの声が聞かれました。

次回は、11月４日に行われた「大井あるこう
会」の様子を紹介します。

22

「豊浜ウォーキング」を開催しました！

９月16日から10月25日まで４日間の日程で、
「ふれあいいきいきサロン」ボランティア養成
講座を開催しました。

参加者は　49名。

サロン（地域の談話室）とは
一人暮らしや、家の中で過ごしがちな高齢者
などと地域住民（ボランティア）が近所の公民
館や憩いの家などに気楽に集まり、協働で企画
し活動内容を決め、ふれあいを通じて生きがい
づくり・仲間づくりの輪を広げる場所として機
能することです。

南知多町の高齢者・サロン・ボランティアの
現状や、他市町の見学などによりサロンについ
て学び、みんなが元気に幸せになるために、地
域でこんなサロンがあったらいいなと夢を描き、
自分たちでできることはなに？を意見交換をし
ました。
早くも、４か所立ち上がるような話になりま

した。

サロンの特別なルールや決まり事はなく、自
由に無理なくできる「わが地域のサロン」であ
ることが大切です。

こんなサロンなら
できるかな？

見学したサロンの
様子を発表しました
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と　き 平成23年１月16日（日）
午後１時～午後４時

内　容
１　劇「あれ、認知症かな」

座・ありんこ　半田市保健推進員ＯＢ
２　特別講演「認知症を地域で支えて」

講師　ＮＰＯ法人ほっとスペースゆう
理事長　工藤充子氏

３　基調講演「認知症への理解と接し方」
講師　南知多病院副院長　福田耕嗣氏

会場までの案内
①名鉄知多半田駅下車西口より徒歩５分
②ＪＲ半田駅下車西へ徒歩15分

申込方法

電話での申し込みは、
愛知県半田保健所総務企画課　q 2 1－ 3 3 4 1

愛知県半田保健所総務企画課　行

ところ 半田市福祉文化会館　雁宿ホール
半田市雁宿町1‐22‐1（q23－7331）

４　シンポジウム「認知症との付き合い方～
広げよう　地域の輪～」

シンポジスト　知多信用金庫の職員、
認知症患者のご家族、行政担当者

終了後、受講者に認知症サポーターの認定と
してオレンジリングを配布します！

ＦＡＸでの申し込みは、q 2 4－ 7 1 4 2へ
〈〈ＦＡＸは下記の申し込み用紙をご利用ください。〉〉

事前申込制、電話・ファックスで半田保健所総務企画課へ12月20日（月）までに申し込み

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 切　り　取　り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

氏名または施設（代表者）名
（複数人の場合は代表者と参加者人数）

連絡先（電話またはファックス）

（参加者　　　　　　名）
内　訳
男　　名　　４０歳代　　名　　５０歳代　　名

６０歳代　　名　　７０歳代　　名
女　　名　　４０歳代　　名　　５０歳代　　名

６０歳代　　名　　７０歳代　　名

＊ 同日、こころの健康フェスティバルが開催され、午前１０時からパネル展示、作品の展示即売、
食べ物バザー等を行っています。

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
の

た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

１
月
14
日（
金
）〜
２
月
25
日（
金
）ま

で
　
※
２
月
11
日
を
除
く
毎
週
金
曜

日
の
全
６
回

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

場
　
所

常
滑
市
保
健
セ
ン
タ
ー

定
　
員

40
名
（
先
着
順
）

受
講
料

１，

０
０
０
円
（
資
料
代
）

内
　
容
　
※
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す

１
日
目
　
成
年
後
見
概
論

２
日
目
　
高
齢
者
・
障
害
者
の

権
利
侵
害
の
状
況

３
日
目
　
法
定
後
見
の
申
し
立
て
手

続
き

４
日
目
　
財
産
管
理
と
身
上
監
護
Ⅰ

５
日
目
　
財
産
管
理
と
身
上
監
護
Ⅱ

６
日
目
　
後
見
人
の
実
務

講
　
師

弁
護
士
、
司
法
書
士
等

申
し
込
み

12
月
６
日（
月
）よ
り
電
話
で
知
多
地

域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
知
多
後
見
事

務
所
へ

q
０
５
６
２
‐
３
９
‐
２
６
６
３

保
健
介
護
課
（
内
線
５
４
０
）

福
　
祉
　
課
（
内
線
１
２
１
）
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・
２
０
万
円榎

本
　
道
彦
（
岩
倉
市
）

（
敬
称
略
）

●
す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
へ

第
30
回
南
知
多
町
文
化
展
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
売
り
上
げ

・
６
万
450
円

南
知
多
町
文
化
協
会

・
３
万
３
千
300
円

南
知
多
病
院

・
１
万
６
千
円

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
会

（
敬
称
略
）

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
じ
ろ
う
・
わ
っ
ぱ
る
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方
の
地
域

生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
す
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不
安

に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
障
が
い
の
種
別
や

問
題
の
大
き
さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
じ
っ
く
り
お
話
を

う
か
が
う
中
で
、
あ
な
た
ら
し
く
地

域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
手
立

て
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密
は
必

ず
守
り
ま
す
。

日
時
　
12
月
14
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

役
場
１
階
第
一
会
議
室

※
巡
回
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
個
別
の
相
談
も
可
能
で
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

障
が
い
の
あ
る
本
人
、
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
相
談

予
約

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

南
知
多
町
以
外
で
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
　
q
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル:soudan@

dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
q
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル:soudan-co@w

appa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
平
成
23
年
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
資
料

を
無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
学
生
の
種
類

―
教
養
学
部
―

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、
卒
業
を
目
指
す
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

科
目
履
修
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

―
大
学
院
―

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
科
目
生
（
６
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

平
成
23
年
２
月
28
日
ま
で

資
料
請
求（
無
料
）・
問
い
合
わ
せ

〒
４
６
６
‐
０
８
２
５

名
古
屋
市
昭
和
区
八
事
本
町
101
‐
２

中
京
大
学
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

q
０
５
２
‐
８
３
１
‐
１
７
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２
‐
８
３
１
‐
１
７
７
７

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c.jp

訓
練
科

電
気
工
事
科

訓
練
期
間

１
年

募
集
定
員

20
人

※
主
に
若
年
未
就
職
者
（
概
ね
30
歳

未
満
）
を
対
象
と
し
た
訓
練
生
を
募

集
す
る
。

応
募
資
格

職
業
を
転
換
し
よ
う
と

す
る
方
な
ど
で
、
中
学
校
を
卒
業
し

た
方
（
卒
業
見
込
み
含
む
）。
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る

方
。

募
集
期
間
平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

〜
２
月
４
日（
金
）

選
考
日

平
成
23
年
２
月
10
日（
木
）

選
考
方
法

面
接
お
よ
び
筆
記
試
験

を
実
施

申
込
方
法

入
校
願
書
を
高
浜
高
等

技
術
専
門
校
へ
直
接
ま
た
は
居
住
地

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
を
経

由
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
校
日

平
成
23
年
４
月
７
日（
木
）

受
験
料
、
入
校
料
お
よ
び
授
業
料

無
料

問
い
合
わ
せ

高
浜
高
等
技
術
専
門
校

q
０
５
６
６
‐
５
３
‐
０
０
３
１

高
浜
市
碧
海
町
４
‐
１
‐
６

試
験
日

平
成
23
年
１
月
30
日（
日
）

試
験
地

名
古
屋
市
内

試
験
の
種
類

甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙
種

願
書
受
付
期
間

12
月
13
日（
月
）か

ら
12
月
22
日（
水
）ま
で

そ
の
他

試
験
に
関
す
る
予
備
講
習

会
は
、
平
成
23
年
１
月
13
日（
木
）武

豊
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

※
願
書
お
よ
び
案
内
書
は
予
防
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
南
知
多
応
援

寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄
　
　
　
　
　
　
　
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族

の
巡
回
相
談
の
ご
案
内

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

平
成
23
年
度
高
浜
高
等
技
術

専
門
校
電
気
工
事
科
の
４
月

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

商
工
観
光
課

(

内
線
２
４
２)

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

q
６
４
‐
０
１
２
１
（
直
通
）

町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q
６
５
‐
０
７
１
１（
代
表
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
６
５
‐
０
６
９
４
　
メ
ー
ル

m
inam

ichita@
tow
n.m
inam

ichita.lg.jp
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保
育
士
職
員
が
産
休
や
病
気
休
暇

の
間
、
臨
時
保
育
士
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

登
録
資
格

保
育
士
（
保
母
）
資
格
を
取
得
し
て

い
る
方

申
込
書
類

①
自
筆
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

②
保
育
士
証
（
写
し
）

申
込
期
限

平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
児
童
係
（
内
線
１
２
４
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
離
職
に
よ
り

仕
事
・
住
ま
い
を
失
く
し
、
生
活
に

お
困
り
の
方
を
対
象
に
し
た
住
居
、

生
活
支
援
窓
口
を
設
け
て
職
業
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
窓
口
で

は
「
就
労
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
に

よ
る
き
め
細
か
な
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

半
田
公
共
職
業
安
定
所

住
居
・
生
活
支
援
窓
口

q
０
５
６
９
‐
５
５
‐
３
１
４
４

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

法
令
に
よ
り
有
権
者
か
ら
の
申
請
に

基
づ
い
て
毎
年
調
製
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
10
ア
ー
ル
（
約
一
反
）

以
上
の
農
地
を
経
営
し
て
い
る
世
帯

へ
送
付
し
ま
す
。
選
挙
資
格
の
あ
る

人
で
申
請
書
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た

人
は
、
お
手
数
で
す
が
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
資
格

町
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の
人
（
平

成
３
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を

満
た
す
人

（1）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
営
む
人

（2）
（1）
の
人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

の
配
偶
者
で
耕
作
従
事
日
数
が
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
人

（3）
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て

耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法

人
の
組
合
員
、
社
員
ま
た
は
株
主

で
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
の
人

提
出
期
限

平
成
23
年
１
月
７
日（
金
）

提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

南
知
多
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
農
業
水
産
課
内
（
内
線
２
５
３
））

年
末
を
控
え
不
安
を

お
持
ち
の
皆
様
へ

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

産
休
等
代
替
保
育
士
を

募
集
し
ま
す

福
祉
課

(

内
線
１
２
４)

職
種
・
採
用
予
定
人
員

受
験
資
格

①
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
の
方
で
、

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
59
歳
以

下
の
方
（
昭
和
26
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
）

②
ノ
ー
マ
ル
車
運
転
可
能
な
普
通
自

動
車
運
転
免
許
証
を
有
す
る
方

③
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

が
操
作
が
で
き
る
方

就
業
内
容
等

・
事
務
職
　
就
業
受
注
事
務
（
見
積

書
作
成
に
伴
う
屋
外
で
の
現
場
確

認
お
よ
び
測
量
業
務
等
）
お
よ
び

一
般
事
務

・
臨
時
職
　
就
業
受
注
事
務
補
助
お

よ
び
一
般
事
務
補
助
。
１
日
４
時

間
（
午
後
１
時
〜
５
時
）
勤
務
可

能
な
方

採
用
予
定
日

平
成
23
年
４
月
１
日

提
出
書
類

①
試
験
申
込
書
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
お
渡
し
し
ま
す
）

②
卒
業
証
明
書
（
臨
時
職
は
不
要
）

③
健
康
診
断
書
（
事
務
職
の
第
１
次

試
験
合
格
者
の
み
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
）

受
付
期
間

12
月
１
日（
水
）か
ら
12
月
27
日（
月
）

ま
で
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

申
し
込
み

所
定
の
申
込
書
に
必
要
な
書
類
を

添
え
て
、
本
人
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
申
込
後
の
提
出
書
類
は
一
切

返
却
し
ま
せ
ん
。

試
験
の
内
容
、
日
時

(1)
第
１
次
試
験
　

一
般
教
養
試
験
（
事
務
職
の
み
）、

適
性
検
査
、
作
文

①
日
時
　
平
成
23
年
１
月
25
日（
火
）

（
受
付：

午
前
９
時
〜
９
時
30
分
）

②
場
所
　
南
知
多
Ｊ
Ａ
会
館
（
南
知

多
町
総
合
体
育
館
と
な
り
）

(2)
第
２
次
試
験

面
接
（
第
１
次
試
験
合
格
者
対
象
）

①
日
時
　
未
定
（
平
成
23
年
２
月
予

定
）

②
場
所
　
南
知
多
Ｊ
Ａ
会
館

給
与

事
務
職

臨
時
職

※
給
料
月
額
は
、
給
与
制
度
の
改
正

等
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

※
事
務
職
は
、
右
記
以
外
に
諸
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

※
勤
務
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
規
則
に

よ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
団
法
人
　
南
知
多
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
南
知
多
Ｊ
Ａ
会
館
内
、

町
総
合
体
育
館
隣
）

q
６
５
‐
２
８
６
０

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
へ

の
登
載
申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す

農
業
水
産
課

(

内
線
２
５
３)

臨
　
時
　
職

１
　
名

事
　
務
　
職

１
　
名

職
　
　
　
種

採
用
予
定
人
員

大
　
学
　
卒

１
７
２，
２
０
０
円

短
　
大
　
卒

１
５
２，
８
０
０
円

高
　
校
　
卒

１
４
０，
１
０
０
円

最
終
学
歴

給

料

月

額

高
校
卒
以
上

時
間
給
７
９
０
円
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知
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町
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L
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F
A
X
6
5
-0
6
9
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編
集
／
総
務
部
企
画
情
報
課

〒
4
7
0
-3
4
9
5
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ケ
坪
1
8

再生紙を使用しています 町のホームページ http://www.town.minamichita.lg.jp/

1
2
.１

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
2
2
年
　
№
８
１
８

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成22年10月末現在

( )内は対前月比

2 ,799 人 2,931 人 5 ,730 人 2 ,058世帯

2 ,789 人 3,012 人 5 ,801 人 1 ,998世帯

2 ,477 人 2,576 人 5 ,053 人 1 ,763世帯

927 人 940 人 1 ,867 人 615世帯

1 ,066 人 1,105 人 2 ,171 人 650世帯

10 ,058 人
（－13）

10,564 人
（－12）

20 ,622 人
（－25）

7 ,084世帯
（－1）

町内の火災・救急・交通事故(22年10月)

▲
　
▲
　
　
▲
▲
▲

火災・救急
火災件数 2件 ( 13件)〈 ＋1件〉
うち建物 2件 ( 7件)〈 ＋2件〉
救急件数 82件 ( 832件)〈 ＋11件〉
うち急病 50件 ( 547件)〈 ＋14件〉
交通事故
件　　数 14件 ( 69件)〈 ＋16件〉
死　　者 1名 ( 2名)〈 ＋1名〉
重軽傷者 24名 ( 93名)〈 ＋25名〉

※( )内は今年の累計
〈 〉内は前年同期との比較

町税の休日収納窓口を開設します
開　設　日　12月12日　日曜日

開 設 時 間　午前９時～正午

開 設 場 所　役場本庁１階　税務課窓口

問い合わせ　税務課徴収係
q65－0711 内線143・144

12 月 の 納 税
◆町　県　民　税………第 ４ 期 分
◆国民健康保険税………第 ６ 期 分
◆納　 期 限………12月27日(月)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「この社会あなたの税が生きている」

水1 金17

木2 土18
家庭粗大ごみ収集・山海 (山海漁港埋立地) 7:00～11:00

金3 日19

土4 月20

日5 健康なんでも相談 (保健センター) 9:30～10:30

心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00～16:00火21

月6 水22

火7 天皇誕生日木23

水8 成年後見巡回相談 (役場) 13:30～16:30
金24

木9 土25
家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島SC横) 8:00～9:00

金10
南知多町長選挙および
南知多町議会議員

補欠選挙投票日日26

土11 月27
町税休日収納窓口 (役場税務課) 9:00～12:00

日12 役場仕事納め火28

月13 水29
家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島SC前) 7:00～8:15

障がい者巡回相談 (役場) 13:30～16:00

心配ごと相談・豊浜 (町公民館) 14:00～16:00火14 木30
年金相談 (役場) 10:00～16:00

水15 金31

木16 篠島SC：篠島サービスセンター、日間賀島SC：日間賀島サービスセンター

(町内11投票所) 7:00～20:00
篠島・日間賀島は19:00まで

年末の安全なまちづくり
県民運動

12月１日～20日
重　点

● 住宅・店舗等を対象とした
侵入犯罪の防止

● ひったくり等街頭で
発生する犯罪の防止

● 子どもと女性が被害者と
なる事件・事故の防止
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